
 

予算（案）について、すべて異議なしで承認されて

総会は終了しました。 

引き続きコーヒーブレイクをはさんで交流会が実

施され、２６年度に入会された新しい仲間の６グル

ープ（いろいろいろの公園をめざす会、サカイシル

バーパソコンクラブ、はないずみ会、仲良し友だち、

パソコンボランティア Wing、つながり隊）の皆さ

んから順番に活動内容の紹介がありました。２７年

４月から入会される「大浜ふれあい一座」の皆さん

からも踊りを披露いただきました。 

発表の後は、東区在住の職人さんからいただいた

畳表の飾り台と「花のボランティア 花いっぱいゃさ

かい」からいただいた花の種が、司会者とのジャン

ケン大会で勝った方にプレゼントされました。 

最後には、近々イベントをされる５グループから

各１分間の紹介があり、つながる・交流の場を楽し

んでいただきました。 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２６日（木）に堺区さかいボランティア連絡会

の総会が開催されました。 

全７１グループ中、委任状を含めて５７グループの

過半数を超える出席状況でした。 

平成２６年度事業では、会員状況としては６団体の

入会と１団体の退会により７１団体であること、７月

のボランティアの集いと１月のボランティア講座の開

催、活動情報誌「つ・な・が・る」の第１号から３号

までの発行などの報告があり、平成２７年度も同様の

交流・研修事業と「つ・な・が・る」の第４号から６

号までの発行を実施していく計画案の説明がありまし

た。また、２７年度の役員体制について、松吉副会長

のグループ退会と辞任の申し出を受けて副会長は１名

欠員となっていますが、会則第５条により残任期間の

平成２８年３月３１日までは副会長１名の取扱とする

提案がありました。 

前記の議案と平成２６年度会計報告と平成２７年度
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堺区さかいボランティア連絡会 

） 

LOHAS なキッチン森のキッチン 
堺市役所本庁舎地下のレストランが

LOHAS なキッチンに生まれ変わりまし

た。今年２月から社会福祉法人コスモスが

障がい者の作業所として受託されました。

市民とふれあう場での活動に夢が広がり

ます。マネージャーの増田さんは地域に密

着してつながる空間の役割を果たしたい

と語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新しい仲間が増えました」 

 5 月１０日、ソフィア 

・堺で開催された「堺 

市生涯学習交流サロン」 

の交流まつりでは、フラ 

ダンス、日本舞踊、大正 

琴、ギター、マンドリン、 

ハーモニカなど２２グループが舞台でパフォーマン

スを行いました。 

またギャラリーでは手づくりおもちゃ、手品、紙芝

居、占いなどのワークショップと共に絵画、写真、書、        

絵手紙、研究発表などの作                   

品が展示されていました。 

           発表者の日ごろの成果を 

           垣間見ることができる一日 

でした。 

                      

堺区さかいボランティア連絡会総会並びに交流会 

 

 

 
 



 

 

  

  

 

 

手話サークルかめのこ 

２ ３ 

幼稚園のお母さんコ―ラスのなかまが、歌って踊

って楽しいショーを繰り広げるパフォーマンスグ

ループを誕生させて間もなく１０年！堺で開催さ

れるイベントの会場で一度はお目にかかる「セシリ

ア♪」は、知名度の高いグループになりました。 

メンバーお手製のカラフルかつ大胆な衣装が観

客の目を惹きつけ、エネルギッシュなダンスと共に

懐かしの昭和歌謡やアニメソング・替え歌 CМソン

グなどが、賑やかに繰り広げられます。 

３人の中心メンバーの元に、障害の有無、性別、

国籍に関係なく、たくさんの老若男女が参加してい

ます。 

福祉会館での毎月第２土曜日の練習には、４歳～

７０歳代まで世代を超えたなかまが集い、和やかに

コミュニケーションの輪が広がりますが、集中した

歌やダンスのレッスンに一切の妥協はありません。 

パフォーマンスの他に、イベント企画やオリジナ

ルＣＤの製作なども手掛け、堺市内に限らず岸和

田・富田林・泉南市など活動の場は留まる所を知り

ません！ 

ここ数年は、発達障害児のサポートにも力を入

れ、親の支援（ペアレントトレーニング）子どもの

支援（ソーシャルスキルトレーニング）支援者の支

援（ティーチャーズトレーニング）など、各施設で

の相談やカウンセリングにも積極的に取り組んで

います。 

11 月 1 日（日）、『セシリア妖怪祭り』が福祉会

館で開催されます!! 皆さんぜひお越しください。 

 

 

安井校区福祉ボランティアグループ 

たんぽぽの会 

訪問したのは友楽荘喫茶サロン活動の日でした。

会場の堺市立安井友楽荘にはクッキリと「コーヒ

ー」と染め抜かれたのぼりが立って雰囲気満点で

す。１００円でコーヒー＋クロワッサン＋たまごの

モーニングサービスをいただけます。すでに席の 7

割くらい来場されて歓談の真っ最中です。見渡した

ところ男性が半分以上で、皆さんは月に 3回開かれ

るこの日を楽しみにされている様子がうかがえま

す。 

ボランティアグループたんぽぽの会さんの活動

は、他に一人住まいの方を訪問してお話し相手をさ

れています。要望があれば二人組で訪問します。訪

問日を楽しみにされ予定の一時間が足りないくら

い話が続くそうです。また、地域の環境美化活動、

買い物付き添い、イベントのお手伝いなど地域に密

着して幅広く行われています。 

現在、会のメンバーは２５名で男性も参加していま

す。訪問した日には男性をお見かけしませんでした

がそれぞれの持場を担当されているようです。 

 グループを結成されて１３年目に当たるそうで

すが、今後は活動の対象を高齢者ばかりでなくでき

れば校区の支援学級に在籍されている子どもさん

のお相手、また高齢者の方がお持ちの知恵袋を出し

ていただくような活動などにも拡げたい、そんな願

いも聞かせてくださいました。 

サロンの片づけのあとスタッフミーティングをさ

れていました。その和やかなこと！ 

 

玩具作り「上の会」 

２００４年に大阪府教育委員会から地域ボラン

ティア活動認定を受けた３名で子どもからお年寄

りまでを楽しませることができる伝承玩具作りの

研究会としてグループを立ち上げられました。 

現会員数は２５名（内男性１名）で、多方面から

の依頼を受けて毎月、こども園・小学校での子育て

支援と校区の高齢者の集い、高齢者施設などでの手

作りイベントで活動されています。 

毎月第２火曜日の定例会を訪問しました。この定

例会はおもちゃ作りの勉強と研究の場で、当日は約

２０名が熱心に手作りに励まれていました。ここで

学んだことを各区に持ち帰って披露されていると

のことです。 

子育て支援として、おもちゃは「手に持って遊ぶ

道具」であることから、子どもたちには単に作る喜

びだけでなく、そのおもちゃでいかに楽しく遊ぶか

を学んでもらえるように常に工夫されています。 

活動を通じての喜びは、子どもたちからお絵かき

の礼状をもらったり、「また来てくださいね」の声

を聞くことであり、昨年の夏に、みはら歴史博物館

で開催された「楽しい夏休み工作教室」では約２４

０名の子どもたちと一緒におもちゃ作りを楽しま

れたことをあげられました。また、さかいボランテ

ィア・市民活動フェスティバルにおいて２回連続で

芸術賞をいただいたことも、この活動が報われたと

皆で喜んでいるとお聞きしました。 

これからも後継者を育成されて、たくさんの子ど

もたちにおもちゃ作りと遊びの楽しさを広めてい

ただくことを願います。 

 

 

 

  

毎週金曜日、午後 7 時から総合福祉会館の 2 階

に集まって手話の学習に励んでいる「かめのこ」を

訪ねました。 

「かめのこ」は設立４０年の歴史をもつ堺市内で

一番古い手話サークルです。堺市主催の手話講習会

の修了生が「使わないと忘れてしまうから」と集ま

ったのがきっかけです。現在のメンバーは３0 人、

訪問日には 7 時を過ぎてからも仕事帰りの方が駆

け込んでくるなど、最終には２０名が参加されてい

ました。 

例題を 2 人 1 組になって手話で表現して、聾の

先生に見ていただくのですが、「硬すぎる！」「手話

の単語を並べるだけで面白くない」「ちょっと理解

しにくいな・・」「もっとフレンドリーに」と各組

それぞれ的確な注意があります。なによりも求めら

れていたのは、相手に伝えようという気持ちが表現

されているかです。一つの言葉に対して何通りもの

手話があるのでその場にあった手話を選ぶことも

必要です。 

メンバーの最年少は小学 5 年生の女子です。「手

話を大人になるまでに覚えたい」と入ったそうで

す。サークルが終わる頃にお母さんがお迎えに来ら

れます。最年長は「妻が手話をしていたので一緒に

来るようになって２５年！」という男性。 

１０代から８０代までの各年齢層の方が「手話」

学習を中心に、聴覚障害者の福祉向上を願って活動

されています。 

す。 

セシリア♪ 

 

 

 


